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問い合せ先 
 

国土交通省 関東地方整備局 道路部 計画調整課長 濱田 禎 

電  話：０４８－６００－１３４３（内線 ８３－４３１１） 

    携帯電話：０９０－１５００－９２３４ 

国土交通省 東京外かく環状道路調査事務所 調査課長 鈴木 通仁 

電  話：０３－３７０７－３８９６（内線 ７７８－４５１） 

 

東京外かく環状道路（関越道～東名高速間）（以下「外環」という）については、計画の構想段階

から、沿線地域の住民、利用者や国民一般に情報を公開した上で、広くご意見をお聴きするＰＩ（パ

ブリック・インボルブメント）方式で、必要性から検討を行っています。 

国土交通省では、「ＰＩ外環沿線会議」や「外環オープンハウス・意見を聴く会」等で示していく交

通量データ等の外環の必要性に係る資料等について、技術的見地から、その妥当性について審

議することを目的に東京外かく環状道路の計画に関する技術専門委員会を設置し、これまで、１

月２１日（金）に第１回委員会を開催し、第４回の委員会まで開催してきました。 
この度、下記のとおり第５回委員会を開催し、これまでの委員会での審議をとりまとめて頂くこと

となりましたのでお知らせします。 
 

記 
【第５回委員会】 

  １ 日時 平成１７年８月３日（水） 午前１０時００分～午前１２時００分 

  ２ 会場 ホテル ルポール麹町 麹町会館 ３階「マーブル」参考１参照 
            東京都千代田区平河町２－４－３ 

  ３  委員 別紙の通り 
  ４ 議事（予定） 

・ 計画検討にあたり提示する資料について 

    ５ 報道取材及び一般傍聴 
報道取材及び一般傍聴が可能です。詳しくは参考２参照 

外外 環環 のの 必必 要要 性性検討における技術的視点からの評価  
東京外かく環状道路の計画に関する技術専門委員会 第一次ととりりままととめめ 

 

              上記を第５回外環技術専門委員会で行います。 

これまでの審議経過（外環の必要性等の資料）等について、ご希望があればご説明致
しますので、御連絡ください。 

はまだ ただし 

すずき みちひと 



 

 

東 京 外 か く 環 状 道 路 

ＰＩ（パブリック・インボルブメント）方式による話し合いを進めています 

区 市 長 意 見 交 換 会

自治体との話し合い 

意 見 を 聴 く 会
オ ー プ ン ハ ウ ス

ＰＩ外環沿線協議会

Ｐ Ｉ 外 環 沿 線 会 議

約約２２００００回回開開催催  

・会議は原則すべて公開 

・資料はホームページに掲載 

・提示するデータは、「技術専門

委員会」で、有識者により 
妥当性を審議（公開） 

東京外かく環状道路の関越道から東名高速までの区間については、平成１３年の 

扇国土交通大臣、石原都知事によるたたき台（地下構造案）の公表以来、沿線地域 

の住民、利用者や国民一般に情報を公開した上で、広くご意見をお聴きしながら

検討を進めています。 

平成１４年６月に設置されたＰＩ外環沿線会議では、外環の必要性について２年間 

にわたり議論し、平成１６年１０月に「２年間のとりまとめ」を公表しました。 

 

分析など、データに基づく議論」、「必要性について明らかになった課題に対する

対応」等が残されています 

ついて話合いをしています。 

今後の課題として、「将来交通量の予測に基づく詳細な交通変化や経済効果の 

東京外かく環状道路の関越道から東名高速までの区間については、沿線地域の住民、

利用者や国民一般に情報を公開した上で、広くご意見をお聴きしながら検討を進めて

います。 

平成１４年６月からＰＩ外環沿線協議会で、外環の必要性について２年間にわたり

議論し、平成１６年１０月に「２年間のとりまとめ」を公表しました。その中で、「将

来交通量の予測に基づく詳細な交通変化や経済効果の分析」等が今後の課題とし

て残されました。 

平成１７年１月からは「ＰＩ外環沿線会議」で、引き続き必要性について議論

を進めています。 

地元住民との話し合い 

・話し合いや計画に関する情報

等は 「外環ジャーナル」 を

新聞折込み（計１８回沿線７区市）

（～Ｈ１６．１０） 

（Ｈ１７．１～） 

など

 ・高速道路の構想段階からのＰＩ方式活用は、外外環環がが全全国国初初  

  ・沿線地域の住民、利用者等に情報を公開した上で、広く意見を聴きながら検討 



東京外かく環状道路（関越～東名高速）

・昭和41年 7月　 都市計画決定

・昭和45年10月　 建設大臣のいわゆる凍結発言

・平成11年10月　 石原都知事外環現地視察

・平成12年 4月　 地元団体との話し合いを開始

・平成13年 1月 扇国土交通大臣外環現地視察（三鷹市、　
　　　　　　　　 武蔵野市) 

　 12月　 東京環状道路有識者委員会を開催

・平成14年 1月　 沿線７区市長との「意見交換会」を開催

・平成14年 6月 ＰＩ外環沿線協議会を設置

　　　　　11月　 東京環状道路有識者委員会より提言

・平成15年1,3月 国土交通大臣及び都知事が今後の方針発表

　　　　　 7月　 環境アセスメントの方法書公表

・平成16年 1月　 環境の現地調査開始　

・平成16年10月　 ＰＩ外環沿線協議会「２年間のとりまとめ」
　　　　　　　　 公表

・平成17年 1月　 ＰＩ外環沿線会議を設置

　　　　　　　　 東京外かく環状道路の計画に関する技術専
　　　　　　　　 門委員会を開催

　　　　　　　　 オープンハウス・意見を聴く会を開催

・現　　在　　　 計画の具体化に向けてＰＩ実施中

関係区市（3区4市）
練馬区、杉並区、武蔵野市、
三鷹市、調布市、狛江市、世田谷区

外環（関越道～東名高速間）の計画

東京外かく環状道路とは

　東京外かく環状道路(通称：｢外環｣)は、

都心から約15㎞の圏域を環状に連絡する

延長約８５ｋｍの道路です。

　この道路は、放射方向の高速道路を相

互に連絡して、都心部に集中する交通を

円滑に分散導入するとともに、都心に用

のない交通をバイパスさせる等の役割を

果たします。

東
名
高
速
道
路

関
越
自
動
車
道

外環（関越道～東名高速）の経緯



 

 

東京外かく環状道路の計画に関する技術専門委員会 名簿 

 

 

委員長 

 石田 東生  筑波大学大学院システム情報工学研究科教授 

 

委 員 

   浅野 光行  早稲田大学理工学部教授 

 

   北林 興二  工学院大学工学部教授 

 

    竹内 健蔵  東京女子大学文理学部教授 

 

    真下 英人  独立行政法人土木研究所 

           基礎道路技術研究グループ上席研究員 

 

（委員は五十音順） 

別紙 



 

 

第５回 東京外かく環状道路の計画に関する 

技術専門委員会開催場所について 

 
 

場 所 ： ホテル ルポール麹町 麹町会館 ３階「マーブル」 

      東京都千代田区平河町２－４－３ 
 

 
 
 
●地下鉄有楽町線「麹町駅」半蔵門方面１番口より 徒歩３分 
●地下鉄半蔵門線・有楽町線「永田町駅」平河町方面５番口より 徒歩５分 
●地下鉄南北線「永田町駅」紀尾井町方面９番口より 徒歩４分 
 

 

 

 

 

 

 

 

参考１ 



 

 

報道取材及び一般の傍聴者の参加方法について 

 

 

 

 

１．報道取材 

� カメラ撮り等は、頭撮り（冒頭から挨拶まで）が可能です。 

� 取材中は必ず社名腕章を着用してください。 

� 受付は、委員会会場で済ませてください。 

午前９時３０分～ 

 

 

２．一般傍聴 

� 傍聴を希望される方は、当日、会場受付までお越しくださ

い。 

� 受付時間は、午前９時３０分から午前１０時００分です。 

� 傍聴席は５０席程度ご用意する予定ですが、満員になった場

合には、入場をお断りする場合があります。 

� 駐車場の用意はありませんのでご了承下さい。 
 

 

 
 

参考２ 




